
小西 理　近江八幡市長

須藤 秀忠　富士宮市長

平居 匡儀　全滋連副会長

日
本
の
経
済
や
社
会
に
と
っ
て
将
来
不
安

は
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
で
す
。
そ
の
中

で
、
地
方
に
と
っ
て
地
域
社
会
は
深
刻
な
状

況
に
な
っ
て
く
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
鼎
談
を
通
じ
て
そ
の
解
決
策

を
見
出
し
て
い
き
た
い
。

平
居
副
会
長
：
今
日
は
、
須
藤
秀
忠
富
士
宮
市
長

と
小
西
理
近
江
八
幡
市
長
、
両
市
長
に
は
ご

多
忙
の
中
、
時
間
を
割
い
て
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

ま
ず
最
初
に
、
昨
年
、
近
江
八
幡
市
と
富
士

宮
市
は
夫
婦
都
市
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

こ
こ
で
ど
う
し
て
夫
婦
都
市
に
な
っ
た
か
を

説
明
し
て
お
き
ま
す
。「
大
太
法
師
（
ダ
イ

ダ
ラ
ボ
ッ
チ
）
が
一
夜
の
内
に
近
江
国
の
土

を
掘
っ
て
富
士
山
を
作
り
、
土
を
取
っ
た
跡

が
琵
琶
湖
に
な
っ
た
と
い
う
」
伝
説
に
ち
な

み
、
近
江
八
幡
市
民
ら
が
「
富
士
と
琵
琶
湖

を
結
ぶ
会
」
を
昭
和
32
（
1
9
5
7
）
年
に

結
成
。
以
来
、
近
江
八
幡
市
民
が
富
士
山
に

登
り
、
山
頂
に
奉
納
す
る
霊
水
を
琵
琶
湖
で

汲
み
取
る
「
お
水
取
り
」、
富
士
山
の
湧
き

水
を
琵
琶
湖
に
注
ぐ
「
お
水
返
し
」を
行
い
、

互
い
に
交
流
を
続
け
て
き
ま
し
た
。そ
の
後
、

昭
和
43
（
1
9
6
8
）
年
8
月
に
全
国
で
も

珍
し
い
「
夫
婦
都
市
」
の
提
携
を
結
び
、
教

育
や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
観
光
な
ど
様
々
な

分
野
で
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

夫
婦
都
市
両
市
長
よ
り
感
想
を
お
願
い
し

ま
す
。

須
藤
秀
忠
富
士
宮
市
長
：
夫
婦
都
市
と
し
て
全
国

的
に
珍
し
い
の
で
は
。
一
心
同
体
で
や
っ
て

い
ま
す
。
今
後
、
両
市
民
が
相
互
理
解
を
深

め
、
両
市
の
友
好
と
絆
が
未
来
へ
向
け
て
さ

ら
に
い
っ
そ
う
深
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

小
西
理
近
江
八
幡
市
長
：
市
民
レ
ベ
ル
で
ス
ポ
ー

ツ
、
文
化
な
ど
で
深
い
交
流
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
心
の
つ
な
が
り
が
出
来
上
が

っ
て
い
る
街
は
少
な
い
の
で
は
。
日
本
の
国

を
考
え
た
と
き
、
富
士
山
と
琵
琶
湖
と
が
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
国
の
基
盤
と
し
て
大

事
な
こ
と
で
は
な
い
で
す
か
。

 

こ
の
関
係
が
続
く
限
り
日
本
の
国
が
大
丈
夫

で
は
と
ま
で
思
い
ま
す
。
富
士
宮
の
方
も
優

し
く
、
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
基
盤
に
な
っ

て
い
ま
す
。
私
自
身
小
学
校
の
と
き
に
、
第

二
回
と
な
る
両
市
の
児
童
生
徒
交
歓
会
が
近

江
八
幡
市
で
開
催
さ
れ
、
琵
琶
湖
岸
で
の
キ

ャ
ン
プ
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

平
居
副
会
長
：
私
も
富
士
宮
で
「
近
江
あ
き
ん
ど

塾
」
を
、
静
岡
滋
賀
県
人
会
も
今
年
は
富
士

宮
で
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
ま
ま

で
ど
の
よ
う
な
交
流
が
行
わ
れ
て
き
た
の

か
、
代
表
的
な
事
例
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き

た
い
の
で
す
。

須
藤
市
長
：
で
は
、
私
か
ら
は
行
政
だ
け
で
な
く

各
種
団
体
に
お
け
る
交
流
に
つ
い
て
、
三
点

ほ
ど
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
先
ず

第
一
に
、
夫
婦
都
市
提
携
か
ら
途
切
れ
る
こ

と
な
く
、
今
年
で
51
回
目
に
な
る
、
両
市
の

小
学
校
児
童
の
交
歓
事
業
で
す
。
夏
休
み
期

間
中
に
両
市
を
代
表
す
る
児
童
が
交
互
に
両

市
を
訪
問
し
、
体
験
学
習
や
そ
れ
ぞ
れ
の
市

の
特
徴
的
な
場
所
を
見
学
す
る
こ
と
、
そ
し

て
そ
の
体
験
を
両
市
の
児
童
同
士
で
話
し
合

う
と
い
う
、
子
供
時
代
に
体
験
す
る
こ
と
で

将
来
の
交
流
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
い

う
、
有
意
義
な
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

近江八幡市長

小西 理
富士宮市長

須藤 秀忠

全滋連副会長

平居 匡儀
対談日：令和元年6月11日
場　所：都道府県会館会議室

霧しぐれ　冨士を見ぬ日ぞ　面白き（芭蕉、貞享元（1684）年8月、野ざらし紀行）
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第
二
に
、
両
市
で
行
わ
れ
て
い
る
駅
伝
競
走

大
会
に
は
お
互
い
に
毎
年
チ
ー
ム
を
派
遣
し

て
い
ま
す
。
特
に
、
富
士
宮
市
か
ら
近
江
八

幡
に
派
遣
す
る
中
学
生
チ
ー
ム
は
派
遣
チ
ー

ム
に
選
ば
れ
る
こ
と
が
富
士
宮
市
代
表
で
あ

る
と
い
う
誇
り
を
も
っ
て
大
会
に
臨
め
る
、

ま
た
こ
の
大
会
が
目
標
に
も
な
っ
て
お
り
、

大
変
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

 

第
三
に
、
文
化
団
体
の
交
流
で
す
。
両
市
の

文
化
祭
に
、
文
化
団
体
の
皆
様
が
参
加
し
、

作
品
展
示
、舞
台
発
表
な
ど
を
行
う
こ
と
で
、

両
市
の
文
化
の
輪
が
広
が
る
と
と
も
に
、
文

化
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

小
西
市
長
：
駅
伝
で
す
が
、
富
士
宮
市
か
ら
来
ら

れ
る
方
は
箱
根
駅
伝
出
場
者
な
ど
す
ご
く
速

い
選
手
ば
か
り
で
、
こ
ち
ら
が
教
え
て
も
ら

っ
て
い
る
状
態
で
す
。文
化
交
流
も
盛
ん
で
、

文
化
団
体
交
歓
研
修
会
を
隔
年
で
開
催
し
、

昨
年
も
富
士
宮
か
ら
来
て
い
た
だ
い
て
、
そ

の
後
の
懇
親
会
で
も
仲
良
く
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

地方活性化の方法
―夫婦都市の試み

鼎談

　ダイダラボッチの例は全国に伝説として伝わってい
ます。
　足跡が地名になったのは、東京都世田谷区の代田、
さいたま市の太田窪、愛知県東海市の陀々法師、三重
県志摩市の大王埼など。山や湖では上州の榛名富士と
榛名湖、筑波山が2つの峰に。長野県大町の青木湖、
中綱湖、木崎湖や静岡の浜名湖。赤城山に座り、利根
川で足を洗う。羽黒山に座り、鬼怒川で足を洗う。茨
城県水戸市の千波湖、等々。
　ダイダラボッチを世に知らしめたのは宮崎駿監督の

「もののけ姫」（1997年作）
ですが、ダイダラボッチは、
昼「シシ神様」と呼ばれ、
夜「デイダラボッチ」と呼
ばれ、生命の与奪をつかさ
どる神で、伝承や風土記等で描かれるダイダラボッチ
とは異なります。
　ほかに関連物語では「宇治拾遺物語」（修行者百鬼
夜行に逢う）、「多武峯縁起絵巻」（懐妊霊夢・藤原鎌
足誕生）、「源氏物語」（桐壺の巻）。

ダイダラボッチ伝 説

近江八幡市 富士宮市

人口 82,116人 129,016人

面積 177.39㎢ 389.08㎢

最高標高  432,54m  3,776ｍ

最低標高    84.79ｍ       35ｍ

２市の基本データ

9



富士山世界遺産センター 八幡まつり

平
居
副
会
長
：
こ
の
よ
う
な
交
流
こ
そ
、
効
果
的

な
地
域
活
性
化
の
柱
だ
と
思
い
ま
す
。
政
府

は
地
方
創
生
の
具
体
策
と
し
て
2
0
1
4

年
、
人
口
減
少
や
東
京
一
極
集
中
の
是
正
に

向
け
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」

や
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
自
治
体
を
支
援

す
る
「
改
正
地
域
再
生
法
」
を
成
立
さ
せ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
交
流
人
口
の
ほ
か
に
、「
関

係
人
口
」
と
い
う
考
え
方
が
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
両
市
の
こ
う
し
た
取
り

組
み
は
ま
さ
に
「
交
流
人
口
」「
関
係
人
口
」

と
し
て
も
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

平
居
副
会
長
：
地
域
活
性
化
の
一
環
と
し
て
、
富

士
宮
市
は
日
本
の
三
大
焼
き
そ
ば
の
筆
頭
と

し
て
有
名
で
す
が
、き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。

須
藤
市
長
：
Ｂ
級
グ
ル
メ
の
祭
典
、
Ｂ

－

１
グ
ラ

ン
プ
リ
で
富
士
宮
や
き
そ
ば
が
第
一
回
目
と

第
二
回
目
で
２
年
連
続
優
勝
し
、
Ｂ
１
グ
ラ

ン
プ
リ
の
殿
堂
入
り
と
い
う
栄
誉
を
受
け
ま

し
た
。
市
で
は
「
食
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
し

て
「『
や
き
そ
ば
』
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
０
年
に
は
、

他
の
土
地
―
秋
田
県
の
横
手
市
、
群
馬
県
の

太
田
市
と
と
も
に
、「
三
国
同
盟
」
を
結
び
、

「
焼
き
そ
ば
」
の
魅
力
を
伝
え
て
い
く
よ
う

協
力
し
て
い
ま
す
。
東
北
大
震
災
の
時
に
は

私
も
一
緒
に
出
向
き
ま
し
て
、「
富
士
宮
や

き
そ
ば
」
の
屋
台
で
炊
き
出
し
を
行
い
ま
し

た
。

平
居
副
会
長
：
近
江
八
幡
市
で
は
「
食
」
に
つ
い

て
「
地
域
の
魅
力
を
掘
り
起
し
、
暮
ら
し
を

支
え
る
産
業
」
と
し
て
何
を
考
え
て
お
ら
れ

ま
す
か
。

小
西
市
長
：
な
ん
と
い
っ
て
も
、「
近
江
牛
」
で

す
。
子
牛
を
仕
入
れ
て
肥
育
し
て
い
く
の
で

す
が
、
最
近
は
子
牛
の
小
売
り
が
高
く
な
っ

て
き
た
の
で
地
元
の
子
牛
か
ら
生
産
し
て
い

く
動
き
も
あ
り
ま
す
。脂
が
決
め
手
で
「
脂
」

は
日
本
一
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
滋

賀
県
が
長
寿
県
で
、
発
酵
食
品
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
鮒
ず
し

や
み
そ
な
ど
発
酵
食
品
の
振
興
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
安
土
信
長
葱
は
「
水
郷
ブ

ラ
ン
ド
」
と
し
て
大
変
人
気
で
、
京
都
の
料

亭
な
ど
で
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
い

っ
た
野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
居
副
会
長
：
鮒
ず
し
の
お
汁
が
お
い
し
い
。
ま

た
肉
を
燻
製
に
し
た
も
の
を
、
豊
郷
町
の
精

肉
店
で
製
造
し
た
も
の
で
す
が
、
ス
ラ
イ
ス

す
る
と
、
酒
の
つ
ま
み
も
絶
品
で
す
。
肉
じ

ゃ
が
と
い
え
ば
、「
近
江
牛
」
で
す
。
関
東

は
肉
と
い
え
ば
豚
で
す
が
。
一
方
、
富
士
宮

市
の
朝
霧
高
原
の
牛
に
つ
い
て
も
、
ブ
ラ
ン

ド
化
を
図
っ
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
。

朝
霧
高
原
の
牛
の
特
徴
は
何
で
す
か
。

須
藤
市
長
：
富
士
宮
市
で
は
、
標
高
7
0
0
ｍ
か

ら
1
0
0
0
ｍ
の
朝
霧
高
原
で
の
畜
産
が
盛

ん
で
す
。
肉
牛
に
つ
い
て
は
、
富
士
宮
市
内

で
は
約
5
0
3
0
頭
が
飼
育
さ
れ
、
出
荷
量

ベ
ー
ス
で
は
県
内
2
位
、
全
国
1
2
3
位
で

す
。
ブ
ラ
ン
ド
牛
の
取
組
と
し
て
は
、
畜
産

農
家
の
取
組
で
す
が
、近
江
八
幡
市
出
身
で
、

現
在
富
士
宮
市
で
肉
牛
生
産
を
営
む
富
士
山

岡
村
牧
場
さ
ん
が
肉
質
に
優
れ
た
黒
毛
和
牛

と
成
長
に
優
れ
た
乳
牛
を
交
配
さ
せ
た
「
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ト
牛
（
F
1
種
）
」
を
丹
精
に
育

成
し
、「
富
士
山
岡
村
牛
」
と
し
て
、
牧
場

を
訪
問
さ
れ
た
方
に
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

徐
々
に
ブ
ラ
ン
ド
が
浸
透
し
て
い
る
と
伺
っ

て
い
ま
す
。
静
岡
市
の
超
一
流
料
亭
に
も
納

品
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

ま
た
、
精
肉
店
「
さ
の
萬
」
さ
ん
が
地
元
農

家
と
提
携
し
、「
富
士
朝
霧
牛
」
と
い
う
肉

を
開
発
・
販
売
し
て
い
ま
す
。
地
元
朝
霧
高

原
で
飼
育
環
境
（
健
康
度
）、
飼
料
（
安
全

性
、
お
い
し
さ
）
で
は
、
こ
だ
わ
り
の
あ
る

農
家
と
提
携
し
、
と
て
も
ジ
ュ
ー
シ
ー
で
、

お
肉
本
来
の
味
の
深
さ
が
あ
り
、
し
か
も
求

日本三大焼きそばの特徴
冨士宮・焼きそば…富士宮市内の製麺業者の麺
を使い、一般的な製法は蒸した後、そばを茹で
ず、急速に冷やし、油で表面をコーテイング、
その後イワシの削り節をふりかけ、肉の油かす
も入れます。
横手・やきそば…すべて「平仮名」。麺は太い。
具材はキャベツと豚ひき肉。目玉焼きをのせ、福神漬けを添える。多めで甘め
の薄口ソース。麺に絡めながら食べます。
太田・焼きそば…安くてボリュームあり。太麺。味の決め手はブレンドソース。
具材はキャベツと青のり、紅しょうがとシンプルが基本。
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め
易
い
価
格
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
、
富
士
宮
市
で
は
乳
牛
の
育
成
も
非

常
に
盛
ん
で
、
乳
用
牛
は
富
士
宮
市
内
で
約

6
3
5
0
頭
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。
出
荷
量

ベ
ー
ス
で
は
県
内
1
位
、
全
国
38
位
と
、
本

州
有
数
の
酪
農
地
域
で
す
。
特
に
、
富
士
山

の
麓
の
朝
霧
高
原
だ
け
で
約
5
3
0
0
頭
飼

育
さ
れ
、
良
質
な
牛
乳
が
搾
乳
さ
れ
て
い
ま

す
。
富
士
宮
市
で
は
、
こ
の
牛
乳
を
地
域
で

消
費
す
る
方
法
と
し
て
、
平
成
30
年
4
月
か

ら
富
士
宮
市
の
み
な
ら
ず
、
富
士
市
の
小
中

学
校
の
給
食
に
提
供
し
、
毎
日
児
童
生
徒
が

飲
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
市
内
の
酪
農

家
の
夢
、
市
民
の
夢
で
も
あ
り
ま
し
た
。
県

内
随
一
を
誇
る
富
士
宮
市
の
酪
農
業
に
と
っ

て
こ
の
事
業
は
地
産
地
消
の
大
き
な
き
っ
か

け
と
な
り
、
起
爆
剤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
今
後
と
も
地
産
地
消
に
よ
る
安

全
・
安
心
な
食
を
テ
ー
マ
に
「
食
の
ま
ち
富

士
宮
」
を
さ
ら
に
全
国
に
発
信
し
、「
富
士

宮
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
確
立
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

平
居
副
会
長
：
一
方
、
富
士
宮
市
の
日
本
酒
に
つ

い
て
で
す
が
、
滋
賀
県
日
野
町
の
山
中
正
吉

が
文
政
年
間
（
1
8
2
0
年
頃
）
富
士
山
本

宮
浅
間
大
社
の
す
ぐ
西
側
で
創
業
し
、
天
保

2
（
１
8
3
1
）
年
「
酒
蔵
」
を
造
っ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。ど
ん
な
お
酒
で
す
か
。

須
藤
市
長
：「
富
士
高
砂
酒
造
」
で
は
、
富
士
山

の
豊
富
な
伏
流
水
と
酒
の
酵
母
と
し
て
優
れ

て
い
る
「
静
岡
酵
母
」
を
元
に
、
能
登
の
杜

氏
が
精
魂
込
め
て
作
っ
た
、
芳
醇
で
飲
み
や

す
く
、
キ
レ
の
良
い
「
高
砂
」、
山
廃
純
米

辛
口
が
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
本
酒
は

今
年
4
月
に
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
、
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ワ
イ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ
の

日
本
酒
部
門
で
、
最
高
の
賞
で
あ
る
金
賞
を

獲
得
し
ま
し
た
。
な
お
、「
高
砂
」
と
は
天

保
年
間
暗
い
世
相
で
飢
饉
が
続
い
た
た
め
、

長
寿
・
天
下
泰
平
・
夫
婦
円
満
を
願
い
、
命

名
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
富
士
宮

市
で
は
富
士
高
砂
酒
造
の
ほ
か
に
「
牧
野
酒

造
」「
富
士
錦
酒
造
」「
富
士
正
酒
造
」
の
三

蔵
が
あ
り
、
ど
の
酒
も
全
国
品
評
会
で
金
賞

を
獲
得
し
て
お
り
、
富
士
宮
市
は
日
本
酒
の

宝
庫
と
言
え
ま
す
。

平
居
副
会
長
：
次
い
で
、
両
市
の
共
通
項
の
一
つ

に
、自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

「
富
士
山
」「
琵
琶
湖
・
沖
島
」
が
あ
り
、
両

市
と
も
観
光
は
大
き
な
目
玉
で
あ
る
こ
と
に

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
富
士
山
や
本

宮
で
は
ど
の
よ
う
な
行
事
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
か
。

須
藤
市
長
：
富
士
宮
市
は
富
士
山
が
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
、6
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

世
界
遺
産
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
静
岡
県

富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
と
富
士
山
本
宮

浅
間
大
社
を
中
心
と
し
た
中
心
市
街
地
及
び

各
構
成
資
産
の
整
備
、
国
内
外
か
ら
の
誘
客

の
促
進
、
富
士
山
の
景
観
や
歴
史
・
文
化
の

継
承
な
ど
、
引
き
続
き
、
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

特
に
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
静
岡

県
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
、
富
士
山
本

宮
浅
間
大
社
周
辺
に
つ
き
ま
し
て
は
、
富
士

山
の
庭
園
都
市
を
目
指
し
「
空
間
の
美
」、

「
清
流
の
美
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
3
月
、
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社

東
側
市
有
地
に
、
地
元
食
材
を
使
用
し
た
料

理
を
提
供
す
る
ブ
ル
ワ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
が

開
店
し
ま
し
た
。
浅
間
大
社
西
側
市
有
地
の

民
間
提
案
に
よ
る
事
業
と
合
わ
せ
て
、
中
心

市
街
地
の
新
た
な
活
力
と
な
る
よ
う
関
係
者

に
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
人
の
流
れ
を
市
内
全
体
に

　地方でインバウンド消費の存在感が増しています。
2018年の訪日消費額を都道府県別でみますと、代表的な
訪問地である東京・大阪・京都を除く44道県の合計額が
約1.8億円で東京の1.7557億円（大阪8745億円、京都
2900億円）を超えました。3都府は訪
日客に人気の「ゴールデンルート」と
呼ばれていますが、18年の訪日消費額
は15年比39％増で、伸び率で東京を
上回り、東京以外の地域の消費額がじ
わりと増えています。

訪日客の消費、地方潤す

　謡曲「高砂」は「高砂や
この浦舟に帆をあげて月も
ろともに出で汐の波の…」
と夫婦がいつまでも仲睦ま
しく老いていく内容で、祝
いの席の謡の定番です。

謡曲「高砂」
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波
及
さ
せ
る
べ
く
、
富
士
山
5
合
目
ト
イ
レ

の
環
境
整
備
や
欧
米
か
ら
の
観
光
客
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
観
光
商
品
の
企
画
及
び
そ
の

実
施
に
向
け
た
準
備
に
着
手
し
て
ま
い
り
ま

す
。

 

富
士
宮
市
は
浅
間
大
社
を
中
心
と
し
た
街
で

あ
り
ま
す
が
、
７
、８
月
の
富
士
登
山
シ
ー

ズ
ン
に
は
富
士
登
山
の
た
め
に
訪
れ
る
方
が

大
変
多
く
（
年
間
６
０
０
〜
７
０
０
万
人
）、

ま
た
全
国
１
３
０
０
余
り
の
浅
間
神
社
の
本

宮
で
あ
る
、
富
士
山
本
宮
浅
間
大
社
で
行
わ

れ
る
、
５
月
の
「
流
鏑
馬
ま
つ
り
」
や
神
田

川
川
の
ぼ
り
で
有
名
な
、
8
月
の
「
富
士
山

御
神
火
ま
つ
り
」、
秋
の
豊
作
を
感
謝
し
て

の
山
車
ま
つ
り
で
あ
る
「
富
士
宮
ま
つ
り
」、

信
長
公
黄
葉
ま
つ
り
等
、
富
士
宮
市
は
お
祭

り
が
盛
ん
な
街
で
も
あ
り
ま
す
。
静
岡
県
富

士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
が
で
き
た
お
か
げ

で
宿
泊
客
も
１
・
５
倍
に
な
り
ま
し
た
。
外

国
人
観
光
客
を
引
き
寄
せ
る
に
、
友
好
交
流

都
市
で
あ
る
台
湾
の
台
南
市
、
韓
国
の
栄
州

市
、
中
国
の
紹
興
市
な
ど
に
、
私
自
ら
訪
問

し
、
国
際
交
流
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
都
市

間
の
交
流
を
深
め
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
も
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
居
副
会
長
：
桜
も
き
れ
い
で
、
村
山
口
の
浅
間

さ
ん
が
富
士
山
の
登
山
口
で
、
歴
史
を
感
じ

ま
し
た
。

須
藤
市
長
：
古
事
記
や
日
本
書
紀
に
よ
り
ま
す

と
、
富
士
山
の
ご
神
体
は
「
コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク

ヤ
姫
」
で
富
士
宮
は
神
話
の
郷
と
い
っ
て
い

い
で
す
。
ま
た
浅
間
大
社
を
創
建
し
た
の
は

坂
上
田
村
麻
呂
征
夷
大
将
軍
で
あ
り
、
源
頼

朝
、
足
利
尊
氏
、
後
醍
醐
天
皇
も
寄
進
し
た

と
い
わ
れ
、
信
長
、
武
田
信
玄
、
北
条
氏
政
、

今
川
義
元
な
ど
も
浅
間
大
社
に
ゆ
か
り
の
あ

る
人
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
を
含
め

た
、
富
士
宮
の
歴
史
を
ま
と
め
、
御
覧
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
さ
ら
に
、
観
光
客

も
増
え
る
の
で
は
、
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

平
居
副
会
長
：
近
江
八
幡
市
の
観
光
に
つ
い
て
は

ど
う
で
す
か
。

小
西
市
長
：
観
光
都
市
と
し
て
、
色
々
な
資
産
が

あ
り
ま
す
。
八
幡
堀
や
近
江
商
人
の
古
い
街

並
み
と
2
0
1
5
年
に
で
き
た
「
ラ
・
コ
リ

ー
ナ
」
は
人
気
が
沸
騰
し
、
2
0
1
7
年
に

は
年
間
2
8
3
万
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
沖
島

も
貴
重
な
資
産
で
す
。
琵
琶
湖
の
中
に
小
学

校
の
あ
る
有
人
島
で
、
自
動
車
も
な
く
、
昔

な
が
ら
の
漁
村
で
、
環
境
学
習
、
島
の
美
し

さ
、琵
琶
湖
の
美
し
さ
を
知
っ
て
、四
季
折
々

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
手
漕
ぎ

の
和
船
で
自
然
の
中
の
原
風
景
を
巡
る
水
郷

も
是
非
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
歴
史
の
面

で
は
聖
徳
太
子
の
時
代
か
ら
、
額
田
大
王
の

歌
が
あ
り
、
近
く
の
寺
に
は
「
加
賀
の
一
向

一
揆
」
や
伊
達
政
宗
の
痕
跡
が
存
在
し
、
足

利
尊
氏
、
市
役
所
の
裏
に
小
さ
な
祠
が
あ
っ

た
り
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
千
何
百
年
の
歴
史

が
存
在
し
て
い
ま
す
。
ま
た
八
幡
山
は
豊
臣

秀
次
公
が
城
を
天
正
13
（
1
5
8
5
）
年
に

築
き
ま
し
た
。
現
在
は
城
跡
の
み
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
山
頂
ま
で
ロ
ー
プ
ウ
エ
イ
で
上

が
れ
、
市
街
地
が
一
望
で
き
ま
す
。

平
居
副
会
長
：
近
江
八
幡
の
祭
り
の
特
徴
は
何
で

す
か
。

小
西
市
長
：
国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
で
も
あ
る

「
近
江
八
幡
の
火
祭
り
」
と
し
て
、
三
大
火

祭
り
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
中
で
も
、
天
下
の
奇
祭
と
い
わ
れ
、
湖

国
に
春
を
告
げ
る
3
月
の
「
左
義
長
祭
り
」

は
、
派
手
好
き
の
織
田
信
長
公
が
は
じ
め
た

と
の
い
わ
れ
も
あ
り
、
女
物
の
着
物
を
着
た

男
衆
が
、
そ
の
年
の
干
支
を
モ
チ
ー
フ
に
食

材
で
作
ら
れ
た
山
車
を
か
つ
い
て
、
町
内
を

練
り
歩
き
、
外
国
人
の
方
に
も
大
変
人
気
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
4
月
の
日
牟
禮
八
幡

宮
の
本
祭
「
八
幡
ま
つ
り
」、
5
月
の
伝
統

的
な
仕
掛
け
花
火
「
篠
田
の
花
火
」
と
伝
統

の
あ
る
こ
れ
ら
の
祭
り
を
、
今
後
も
大
事
に

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
居
副
会
長
：
地
域
の
将
来
を
考
え
る
場
合
の
前

提
条
件
は
人
口
減
少
で
す
。
日
本
の
総
人
口

は
2
0
1
5
年
1
億
2
7
1
0
万
人
で
し
た

が
、
2
0
4
5
年
に
は
8
8
0
8
万
人
に
な

り
、
そ
の
間
65
才
以
上
の
割
合
が
26
・
6
％

か
ら
38
・
4
％
に
上
昇
し
ま
す
。
少
子
高
齢

化
に
よ
り
社
会
変
化
が
顕
著
に
な
り
ま
す
。

 

ひ
と
こ
ろ
、
地
方
活
性
化
に
「
よ
そ
者
、
若

者
、
ば
か
者
（
変
わ
り
者
）
」
が
成
功
例
の

共
通
項
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。「
自
前
主

義
」
に
と
ら
わ
れ
ず
、
地
域
の
内
外
か
ら
広

く
「
人
材
」
と
「
知
恵
」
を
結
集
し
、
戦
略

　日本には「御所」と名のつ
く場所が3か所あり、京都御
所、皇居、それに八幡山には
村雲御所があります。
　秀次が秀吉により自害させ
られ、秀吉の姉で、秀次の母
が京都・村雲に秀次の菩提の
ため創建。その後、昭和36
（1961）年にこの八幡山に移
築。

御所とは
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を
展
開
す
る
こ
と
で
し
た
。

 

最
近
で
は
、
地
方
の
空
き
家
増
加
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
と
い
っ
た
現
象
を
チ
ャ
ン
ス
と

と
ら
え
、
こ
れ
ら
を
活
用
す
る
こ
と
が
今
後

の
方
向
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

都
市
か
ら
地
方
へ
の
移
住
と
い
う
政
策
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
近
江
八
幡
市
も
沖
島

に
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
を
も
う
一
名
募

集
し
て
い
ま
す
が
。

小
西
市
長
：
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
人
が
来
る

よ
う
な
魅
力
あ
る
街
に
し
て
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ア
イ
デ
イ
ア
を
持
っ
た
人
間
が
い

な
け
れ
ば
街
お
こ
し
に
な
ら
な
い
し
、
そ
れ

を
支
え
る
仕
組
み
と
が
マ
ッ
チ
し
な
い
と
活

用
の
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
パ
ワ

ー
が
来
る
と
い
う
こ
と
は
そ
の
地
域
に
魅
力

が
あ
る
か
ら
で
、
こ
の
魅
力
を
ど
う
維
持
し

て
い
く
か
が
大
事
で
す
。

平
居
副
会
長
：
富
士
宮
市
で
は
「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
」
の
制
度
は
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

須
藤
市
長
：
富
士
宮
市
で
は
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」
は
活
用
せ
ず
、
独
自
の
地
域
活
性
化
方

策
の
一
つ
と
し
て
、
過
疎
地
で
の
移
住
・
定

住
を
進
め
て
い
ま
す
。
富
士
宮
市
で
は
豊
か

な
自
然
や
食
を
楽
し
む
こ
と
を
目
的
に
、
市

外
か
ら
は
大
変
多
く
の
方
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
市
内
の
あ
る
地
域
で
生
産

さ
れ
た
野
菜
を
気
に
入
り
、
農
作
業
を
手
伝

っ
て
い
る
人
が
移
住
に
つ
な
が
っ
た
事
例
、

富
士
山
の
麓
で
の
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
が
趣
味

で
朝
霧
高
原
に
通
っ
て
い
た
人
が
こ
の
環
境

を
気
に
入
り
移
住
を
決
め
た
事
例
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
あ
る
地
域
で
は
小
学
校
の
児
童
が

4
人
し
か
い
な
か
っ
た
地
域
で
は
、
移
住
定

住
策
に
よ
り
、
児
童
が
17
人
に
増
え
た
と
こ

ろ
も
有
り
ま
す
。
現
在
、
市
で
は
北
部
地
域

の
活
性
化
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
北
部
地
域

な
ど
の
キ
ャ
ン
プ
場
は
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
や
ラ

フ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
る
家
族
も

見
か
け
ま
す
。
こ
こ
で
楽
し
い
思
い
出
を
作

り
、
小
さ
い
頃
か
ら
富
士
宮
市
を
ふ
る
さ
と

の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
将
来
に

わ
た
っ
て
当
市
に
関
心
を
持
ち
続
け
て
い
た

だ
く
こ
と
に
つ
な
が
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。

 

こ
の
よ
う
に
、移
住
定
住
施
策
に
つ
い
て
は
、

国
及
び
県
と
連
携
し
、
東
京
23
区
等
か
ら
移

住
し
、
市
内
企
業
に
就
職
や
起
業
し
た
人
へ

の
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
を
大

切
に
す
る
政
策
を
進
め
て
い
ま
す
一
方
、
受

け
入
れ
る
側
の
協
力
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
若

者
世
代
の
受
け
入
れ
を
進
め
る
た
め
の
協
議

会
も
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。

平
居
副
会
長
：
一
方
、今
後
、地
方
に
お
け
る
「
人

材
不
足
」、
こ
れ
を
代
替
し
う
る
媒
体
と
し

て
「
I
O
T
」
な
ど
A
I
関
連
化
で
す
。

 

地
方
活
性
化
の
起
爆
剤
と
し
て
、
ま
た
地
方

公
務
員
の
人
員
確
保
も
難
し
く
な
っ
て
い
く

と
い
う
予
測
か
ら
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
や

Ｉ
Ｏ
Ｔ
（
物
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）の
導
入
、

Ｒ
Ｐ
Ａ
（Robotic Process Autom

ation
、

定
型
業
務
や
事
務
処
理
を
効
率
化
す
る
技

術
）
へ
の
関
心
が
日
に
日
に
高
ま
っ
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
滋
賀
県
も
静
岡
県
も
施
策
全
体

の
25
％
で
す
。
し
か
し
、
導
入
県
と
し
て
は

３
番
目
（
同
一
）
に
高
い
ほ
う
で
す
。
し
か

し
、
世
の
中
、
特
に
世
界
の
レ
ベ
ル
に
は
到

底
及
ば
な
い
状
況
（
４
Ｇ
か
ら
５
Ｇ
（
４
Ｇ

の
１
０
０
倍
速
））
時
代
に
入
ろ
う
と
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
例
え
ば
一
番
導
入
が
進
ん

で
い
る
の
が
議
事
録
で
す
。
音
声
認
識
か
ら

Ａ
Ｉ
に
よ
る
議
事
録
作
成
が
進
ん
で
い
ま

す
。
両
市
で
は
ど
の
よ
う
に
Ａ
Ｉ
な
ど
を
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

小
西
市
長
：
地
方
は
A
I
技
術
を
活
用
し
た
形
で

の
街
づ
く
り
、
交
通
施
策
な
ど
行
政
の
効
率

化
は
必
然
で
、
や
ら
な
け
れ
ば
、
地
方
間
競

争
に
負
け
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
東
京
に
本

社
が
あ
る
の
は
日
本
だ
け
で
、
企
業
が
一
極

集
中
し
て
い
る
の
は
人
間
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
集
中
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
解

き
放
せ
ば
、
環
境
を
含
め
て
地
方
が
有
利
に

な
り
、
逆
転
で
き
る
可
能
性
は
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
み
て
い
ま
す
。

須
藤
市
長
：
時
代
に
応
じ
て
、
A
I
な
ど
を
進
め

　5月24日に「デザインファースト法」が成立し、行
政手続きを電子申請に原則統一する方向が定められま
した。国内で行政が関わる手続きは約4万６千種あり、
そのうち電子化されているのは１割に過ぎません。世
界銀行が18年10月に発表したビジネス環境ランキン
グでは190か国中39位でした。
　そこで、３つの基本原則―①手続きはデジタルで完
結、②一度出した情報の再提出は不要、③複数の手続
きを一括で完結させるーで、行政手続きをネット上で
できるようにする。

デザインファースト法
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葛飾北斎「凱風快晴」 葛飾北斎「神奈川沖波裏」 歌川広重「東海道五十三次　原・朝之富士」

富 士 宮 市

近 江 八 幡 市

め　　お　　と

th

夫婦都市提携50周年

め で た く 金 婚 式 を 迎 え ま し た 。

A N N I V E R S A R Y
M e o t i t y

須
藤

　
秀
忠

　
経
歴

　

昭
和
22
年　

2
月
生
ま
れ

　

昭
和
44
年　

静
岡
大
学
法
経
短
期
大
学
卒
業

　

昭
和
54
年　

富
士
宮
市
議
会
議
員（
５
期
）

　

昭
和
62
年　

第
38
代
富
士
宮
市
議
会
議
長
に
就
任

　

平
成
11
年　

静
岡
県
議
会
議
員（
３
期
）

　

平
成
23
年　

富
士
宮
市
長
に
就
任（
現
在
2
期
目
）

小
西

　
理

　
経
歴

昭
和
33
年　

8
月
生
ま
れ

昭
和
58
年　

東
京
大
学
法
学
部
卒
業

昭
和
58
年　

三
菱
重
工
業
株
式
会
社

平
成
3
年　

大
正
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社（
現
三
井
住
友

海
上
火
災
株
式
会
社
）

平
成
13
年　

衆
議
院
議
員

平
成
30
年　

近
江
八
幡
市
長
に
就
任

て
や
っ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

役
所
の
仕
事
は
人
対
人
で
、
人
間
の
温
か
み

を
大
切
に
や
っ
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

A
I
・
人
工
知
能
で
や
れ
る
こ
と
は
や
っ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

平
居
副
会
長
：
産
業
で
も
そ
う
で
す
が
、
今
後
シ

ス
テ
ム
全
体
で
進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。

今
日
は
貴
重
な
時
間
を
両
市
長
に
は
い
た
だ

き
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
居

　
匡
儀

　
経
歴

昭
和
20
年　

滋
賀
県
彦
根
市
生
ま
れ

昭
和
38
年　

滋
賀
県
立
彦
根
東
高
等
学
校
卒
業

昭
和
42
年　

龍
谷
大
学
卒
業

現
　
職

（
資
）ド
リ
ー
ム
ポ
ス
ト　

社
長　

近
江
商
人「
あ
き
ん
ど
塾
」主
宰

静
岡
滋
賀
県
人
会
会
長

全
国
滋
賀
県
人
会
連
合
会
副
会
長

　伊豆＝正確には伊豆下田の沖合の神子元島（ミコモトジマ）と琵琶湖（正確には三上山と比叡山の中間にある
琵琶湖中）との距離が、琵琶湖と出雲との距離とが等間隔です。神子元島―三上山－琵琶湖上―比叡山－出雲（大
社）が一直線上にあります。太陽は神子元島辺り（起点）
から昇り、この一直線上を移動し、出雲大社は別名「日
隅ノ宮」、つまり「日の終点」で沈みます。琵琶湖はこの
一直線上のセンターです。富士―琵琶湖―出雲、この夏
至の道は日本文化の大動脈ではなかったのでしょうか。
　一方、月の道・冬至の道（１２月２２日頃）―富士山
―愛鷹山―天城山―浅間山―佐渡の一直線です。琵琶湖
は古くは「淡海」と言っていましたが、「ア」を天、「ワ」
を地とすれば、「淡海」とは「天地の海」ということです。
琵琶湖は１年のうちで最も日照時間が長い「夏至の道」
のセンターにあたっています。

太陽の道・夏至の道（6月22日頃）
―富士山と琵琶湖は一直線上に　富士と琵琶湖とを結ぶ道（太陽・夏至の道）
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